
福島町鳥獣被害対策実施隊設置要綱 

 

(設置) 

第１条 鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措

置に関する法律(平成１９年法律第１３４号)第４条に基づく福島

町鳥獣被害防止計画（以下「鳥獣被害防止計画」という。）によ

る被害防止施策を適切に実施するため、同法第９条に基づき福島

町鳥獣被害対策実施隊(以下「実施隊」という。)を設置する。 

(活動の内容) 

第２条 実施隊は前条の目的達成のため、町長の指示により、次の

各号の活動を行う。 

(1) 鳥獣被害防止計画に基づく有害鳥獣の捕獲及び被害防除に関

すること。 

(2) その他鳥獣被害対策に関すること。 

 (組織及び任期等) 

第３条 実施隊員は非常勤職員とし、鳥獣被害防止計画に基づく被害防止対策

の実施に積極的に取り組むことが見込まれる者のうち、次の各号に該当する

者の中から町長が任命する。 

(1) 福島町有害鳥獣駆除員 

(2) 福島町鳥獣被害防止対策協議会委員 

(3) 福島町役場農林課職員 

(4) その他町長が特に必要と認める者 

２ 実施隊員の任期は１年とし、再任を妨げない。なお、欠員が生じた時の補

充隊員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 実施隊に、隊員の互選により隊長及び副隊長各 1名を置く。 

(1) 隊長は、業務を総括し、実施隊を代表する。 

(2) 副隊長は、隊長を補佐し、隊長に事故若しくは隊長が欠けたとき、その

職務を代理する。 

 （活動の範囲） 

第４条 実施隊の活動範囲は、福島町全域とする。 

 (災害補償) 

第５条 実施隊員が有害鳥獣の捕獲等に従事中、公務上の災害にあったときは、

町村非常勤職員の公務災害補償等に関する条例（北海道市町村総合事務組合、

平成７年条例第１０号）に基づき補償するものとする。 

 (会議及び事務局) 

第６条 会議は町長が招集する。 

２ 実施隊の事務局は、福島町農林課に置く。 

 （その他） 

第７条 この要項に定めるもののほか、必要な事項は町長が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、公布の日から施行する。 


